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・  USB メモリーなどの外部データ保存機器が
媒介する。 
・ 無料ソフトを装う。 























































除した。インストールされている McAfree LiveSafe 
も実行した。感染ファイルの検出は無かったので、































ろ、Endopoint Protection が マルウェアを検知、処置
後に強制再起動がかかった。 





6 日目に  Endpoint Protection が駆除したマル
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2.1  装置 
日立製 Z8200 又は 2010 型偏光ゼーマン原子吸
光光度計に同社製パイロ化グラファイトチューブを
取り付け使用した。試料の注入には同機のオートサ
ンプラーを用いて 20 μl を注入し、ピーク高さから
吸光度を求め、炉内標準添加法でヒ素濃度を求めた。
原子吸光光度計の操作条件を表 1 に示した。pH の
測定には堀場製 F-7AD 又は F-53 型 pH メーター
を使用した。 
 
表 1. 黒鉛炉原子吸光光度計の操作条件 
Analytical  line     193.7   nm  
HCL current  12 mA     ; EDL power  4.3 W 
Slit width         1.3 nm 
Argon gas flow  200 ml/min (30ml/min in atomizing) 
Cuvette    pyrolytic graphite tube( C HR or  type A)
Drying      80 – 140 ℃    40sec 
Ashing      140 – 800 ℃    20sec 
800  ℃     20sec  
Atomizing     2500 ℃      5sec 
Cleaning      2600 ℃      4sec 
Cooling                     10sec 
 
2.2  試薬 
メチル化ヒ素化合物標準液：ジメチルアルシン酸
(DMA)は和光純薬製(  (CH3)2AsO3Na･3H2O )を使用
し、モノメチルアルソン酸（MMA）は Quick らの
方法で無機ヒ素 (III) から  MMA( CH3AsO3Na2 ･ 
6H2O)を合成して使用した 1)。メチル化ヒ素化合物
の各々は水に溶解してヒ素として 1000 mg･dm-3 に
調整した。ヒ素 (III) 標準液 (1000 mg ･ dm-3) ： 
As2O3(Merk 製)を 4 ％(w/v)水酸化ナトリウム溶液
に溶解した後、硫酸(1+10)を加えて微酸性にして水





え FeCl3 を溶解し調整した 0.5 %(w/v)鉄(III)水溶液、






2.3  全ヒ素の黒鉛炉原子吸光定量操作 
化学形態が異なっているヒ素化合物の各々を同じ
黒鉛炉原子吸光感度にするために測定試料に化学修
飾剤として Mg 300 mg･dm-3、Pd 300 mg･dm-3 を共存
させて黒鉛炉原子吸光測定を行い、試料中の全ヒ素
量を定量した 2)。 
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